
〔歴
史
随
想
〕

石
田
興
平
博
士
と
石
田
文
庫

戦
後

「満
洲
」
経
済
史
研
究
に
お
け
る
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
石

田
興
平
博
士
と
、
そ
の
大
著

『満
洲
に
お
け
る
植
民
地
経
済
の
史
的

展
開
』
（ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
エハ
四
年
）
が
近
年
よ
う
や
く
再
評

価
さ
れ
る
機
運
に
あ
る
こ
と
は
、
博
士
の
縁
に
繋
が
る
も
の
と
し
て

誠
に
喜
ば
し
い
。
塚
瀬
進
氏
が

『中
国
近
代
東
北
経
済
史
研
究
』

（東
方
書
店
、　
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
そ
の
先
駆
性
に
言
及
し
、
安

冨
歩
氏
が
そ
の
著

『「満
洲
国
」
の
金
融
』
（創
文
社
、　
一
九
九
七
年
）

で
石
田
モ
デ
ル
を
積
極
的
に
援
用
し
て
議
論
を
展
開
し
、
そ
れ
ら
を

受
け
て
、
最
近
で
は
大
学
院
生
の
論
文
に
も
石
田
モ
デ
ル
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
博
士
の
専
門
が
金
融
論
に

あ
り
、
本
書
が
そ
の
主
著

『再
生
産
と
貨
幣
経
済
』
の
歴
史
応
用
編

山

本

有

造

と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
、
満
洲
経
済
に
見
ら
れ
る
諸
現
象
を
植
民
地

経
済
的
再
生
産
と
い
う
立
場
か
ら
体
系
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
、

極
め
て
意
欲
的
な
構
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
著
作
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
良
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

石
田
興
平

（い
し
だ
…
」
う
へ
い
）。
旧
姓
高
橋
。　
一
九
〇
五
年
岩

手
県
二
戸
郡
浄
法
寺
村
に
生
ま
れ
る
。
盛
岡
市
立

（の
ち
県
一こ

商
業
学
校
、
次
い
で
小
樽
高
等
商
業
学
校
に
進
む
。　
一
九
二
五
年

い
わ
ゆ
る

「軍
教
事
件
」
に
関
わ
り
無
期
停
学
処
分
を
受
け
る
。

一
九
二
八
年
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
に
選
科
生
と
な
り
、
翌
二

九
年
編
入
試
験
に
よ
り
本
科
生
と
な
る
。　
一
九
二

一
年
学
部
卒

業
、
大
学
院
に
進
学
。
小
島
昌
太
郎
教
授
の
指
導
の
下
に
証
券
資
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本
主
義
の
研
究
に
入
る
。

一
九
二
三
年
立
命
館
大
学
商
学
部
講

師
、
次
い
で
高
商
部
教
授
。　
一
九
二
九
年
建
国
大
学
助
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
渡
満

（こ
の
時
大
学
院
退
学
）。　
一
九
四
三
年
彦
根
高
等
商

業
学
校
教
授
に
転
任
の
た
め
内
地
帰
還
。
彦
根
高
商

（経
専
）
廃

止
に
よ
り
大
阪
商
科
大
学
助
教
授
。　
一
九
四
六
年
彦
根
経
専
の
復

活
に
伴
い
同
教
授
。　
一
九
五
〇
年
滋
賀
大
学
の
設
置
に
伴
い
経
済

学
部
教
授

（金
融
経
済
払Ｗ
。　
一
九
六
五
年
大
阪
大
学
経
済
学
部
教

授
に
配
置
換
え

（金
融
払Ｗ
。

一
九
六
九
年
定
年
に
よ
り
大
阪
大

学
を
退
職
、
京
都
産
業
大
学
経
済
学
部
教
授
。　
一
九
七
九
年
京
都

産
業
大
学
を
退
職
。　
一
九
八
八
年
京
都
市
北
区
に
て
逝
去
、
享
年

八
三
歳
。

博
士
の
満
洲
研
究
が
、
建
国
大
学
研
究
院
に
お
け
る
業
務
の

一
環

と
し
て
、
い
わ
ば
外
性
的
契
機
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
た
し
か

で
あ
ろ
う
。
「金
融
を
中
心
と
す
る
理
論
的
研
究
に
心
を
奪
わ
れ
て

い
た
」
博
士
は
、
そ
う
し
た
外
部
的
要
請
に

「実
は
理
論
的
研
究
に

後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
、
気
が
進
ま
ぬ
ま
ま
満
洲
研
究
に
の
り
出

し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
し
か
し

一
九
二
九
年
以
降
、
西
田
哲
学

の
研
究
会
と
と
も
に
、
同
僚
と
の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
急
速
に
満

洲
経
済

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
自
筆
年
譜
か
ら
知
ら
れ
る
。

江
頭
恒
治
、
黒
松
巌
氏
等
と
の
共
同
論
文

「満
洲
大
豆
の
研
究
」
な

ど
が
こ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
（数
奇
な
運
命
を
辿
っ
て
戦
後
に
な
っ

て
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
『満
洲
建
国
十
年
史
』
の
チ
ー
ム
に
入

り
、
第
二
部
第
七
章

「貨
幣
及
び
金
融
」
の
章
を
担
当
さ
れ
、
の
ち

の
金
融
史
研
究
に
つ
な
が
る
準
備
が
こ
の
時
期
に
着
々
と
進
め
ら
れ

た
。年

譜

一
九
四
二
年
の
項
に

「
〔八
月
〕
大
連
、
奉
天
、

ハ
ル
ピ
ン

に
調
査
研
究
の
た
め
出
張
し
た
。
満
洲
経
済
の
研
究
も
軌
道
に
乗

っ

て
い
た
」
と
あ
り
な
が
ら
、　
一
九
四
三
年
九
月
に
は
満
洲
で
の
生
活

を
切
上
げ
、
家
族
と
も
ど
も
内
地
に
引
揚
げ
て
し
ま
う
。
思
う
に
、

「
子
供
た
ち
が
次
々
と
病
気
と
な
り
、
こ
の
年
五
回
も
入
院
す
る
と

い
う
有
様
」
が
つ
づ
い
て
、
家
族
の
満
洲
生
活
に
自
信
を
失

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
満
洲
研
究
は
継
続
し
、
日
本
で
完
成
さ
せ
る

つ
も
り
で
収
集
し
た
資
料
類
は
全
て
内
地
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。

こ
う
し
て

『満
洲
に
お
け
る
植
民
地
経
済
の
史
的
展
開
』
は
、
戦

後
の
混
乱
期
の
な
か
で
、
ま
た
滋
賀
大
学
創
設
に
関
わ
る
校
務
多
忙

の
な
か
で
精
魂
こ
め
て
書
き
継
が
れ
た
。
こ
の
間
、
現
地
で
収
集
し

持
ち
か
え
っ
た
資
料
の
ほ
か
に
、
彦
根
高
商

（の
ち
の
滋
賀
大
学
経

済
学
部
）、
大
阪
商
科
大
学

（の
ち
の
大
阪
市
立
大
学
）、
そ
の
他
関
係

す
る
諸
機
関
の
図
書
を
博
捜
し
、
ま
た
東
方
文
化
研
究
所

（の
ち
の

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
に
足
繁
く
通

っ
て
中
国
経
済
史

・
中
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国
事
情
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
と
い
う
。

博
士
の
満
洲
経
済
研
究
の
特
徴
を

一
言
で
い
え
ば
、
満
洲
国
経
済

の
実
態
研
究
か
ら
入
り
、
漸
次
そ
の
歴
史
的
根
拠
を
遡
っ
て
追
求
す

る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
、
経
済
構
造
の
史
的
展

開
を
再
生
産
と
い
う
理
論
的
視
点
か
ら
体
系
的
に
解
明
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
博
士
は
、
満
洲
経
済
の
特
色
を

「寡
占
的
二
重

植
民
地
経
済
」
と
呼
ぶ
。
「上
か
ら
の
帝
国
主
義
的
な
投
資
植
民
地

化
は
、
下
か
ら
の
民
族
主
義
的
な
中
国
移
住
植
民
地
化
を
促
進
し
、

ま
た
逆
に
後
者
が
前
者
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
関
係
を
通
じ

て
、
満
洲
経
済
は
、
移
住
植
民
地
と
投
資
植
民
地
と
の
相
互
媒
介
的

な
二
重
構
造
を
も
つ
特
殊
な
植
民
地
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
日
本
と
い
，２
一一
つ
の
植
民

主
体
に
よ
る
寡
占
、
従

っ
て
、
相
互
利
用
な
い
し
相
互
に
お
け
る
支

配
の
拡
大
の
た
め
の
闘
争
を
展
開
し
乍
ら
、
満
洲
の
矛
盾
に
み
ち
た

植
民
地
経
済
が
展
開
さ
れ
た
。

」

博
士
の
構
想
の
前
半
部
を
な
す
本
書
は
二
部
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

第

一
部
は
、
満
洲
経
済
の
中
国
依
存
的
な
民
族
的
移
住
植
民
地
的
形

成
並
び
に
展
開
を
取
扱
い
、
第
二
部
は
、　
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
の
対
満

進
出
を
中
心
に
主
と
し
て
北
満
経
済
の
寡
占
的
二
重
植
民
地
形
成
を

取
扱
う
。
「な
お
、
私
は
本
書
の
続
編
を
な
す
別
巻
に
お
い
て
、
日

本
の
対
満
進
出
を
中
心
と
す
る
満
洲
経
済
の
寡
占
的
二
重
植
民
地
的

形
成
を
取
上
げ
、
最
後
に
満
洲
国
と
い
う
形
を
と
っ
た
独
占
的
に
重

植
民
地
的
な
再
編
成
と
そ
の
展
開
を
取
扱
う
予
定
で
あ
る
。

」

こ
う
し
て
よ
う
や
く

一
九
六
四
年
に
出
版
に
こ
ぎ

つ
け
た
本
書

は
、
し
か
し
あ
る
意
味
で
は
誠
に
不
運
な
書
物
で
あ

っ
た
。
日
本
の

社
会
が
、
学
界
が
、
そ
し
て
多
く
の
満
洲
縁
故
者
が

「満
洲
」
の
記

憶
を
再
び
掘
り
起
こ
す
ま
で
に
、
な
お
数
年
が
早
す
ぎ
た
。

博
士
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
当
初
本
人
の
意
向
で
は
、
本
書
を
主
論

文
、
「再
生
産
と
貨
幣
経
済
』
を
副
論
文
と
し
て
学
位
の
申
請
を
行

う
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
恩
師

。
小
島
昌
太
郎
先

生
が
理
論
的
論
文
に
よ
る
学
位
申
請
を
主
張
し
て
譲
ら
れ
な
い
。
自

分
の
満
洲
研
究
に
よ
り

「今
ま
で
個
別
的
に
捉
え
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
諸
現
象
も
植
民
地
経
済
的
な
再
生
産
と
い
う
立
場
か
ら
統

一

的
体
系
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
新
し
い

領
域
も
開
拓
出
来
た
よ
う
に
思
う
。

」
ま
た
自
分
の
満
洲
研
究
は

「取
扱
い
方
も
私
が
初
め
て
考
え
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
終
戦
前
利

用
で
き
な
い
極
秘
資
料
も
多
く
利
用
し
、
中
に
は
今
日
で
は
私
だ
け

が
も
っ
て
い
る
資
料
を
つ
か
っ
て
お
り
、
か
つ
在
満
中
実
際
に
関
係

し
た
人
々
に
あ
た
っ
て
間
違

い
な
き
事
を
期
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

方
な
れ
ば

い
さ
さ
か
自
信
が
あ
る
。

」
と
い
う
説
得
も
通
じ
な
か
っ
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た
と
い
う
。
博
士
が
本
書
に
込
め
た
自
負
と
無
念
の
思
い
が
伝
わ

っ

て
く
る
。
残
念
な
が
ら
当
時
は
、
学
界
に
お
い
て
も
本
書
が
特
に
注

目
さ
れ
た
と
聞
か
な
い
。
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
は
な

い
で
あ
ろ
う

が
、
予
告
さ
れ
た
続
編
も

つ
い
に
完
成

さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ

っ

た
。そ

れ
で
は

「私
自
身
研
究
の
進
行
に
つ
れ
て
必
要
と
す
る
資
料
を

徹
底
的
に
追

い
求
め
、
手
段
を
つ
く
し
て
こ
れ
が
獲
得
に
努
力
を

払

っ
た
」
と
さ
れ
た
資
料
群
は
ど
う
な

っ
た
か
。
満
洲
か
ら
は
る
ば

る
運
ば
れ
、
本
書
に
使
わ
れ
た
貴
重
な
書
籍

・
資
料
類
は
さ
ら
に
彦

根
か
ら
京
都
に
運
ば
れ
、
常
に
博
士
の
座
右
に
あ

っ
た
。
続
編
の
執

筆
は
い
つ
も
博
士
の
脳
裏
を
離
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
病

を
得
て
入
院
さ
れ
、
つ
い
に
続
編
を
断
念
さ
れ
た
前
後
の

一
九
七
八

年
、
た
ま
た
ま
植
民
地
史
を
専
攻
す
る
筆
者
が
満
洲
に
興
味
を
持
ち

は
じ
め
た
こ
と
を
知
ら
れ
て
、
そ
の
全
て
を
さ
っ
ぱ
り
と
筆
者
に
託

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
の
最
も
親
し
い
友
人
と
し
て
子
供
の
頃

か
ら
可
愛
が

っ
て
頂
い
た
ご
縁
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
を

「石
田
文

庫
」
と
名
づ
け
て
簡
単
な
目
録
を
作
り
、
当
時
の
任
地
で
あ

っ
た
神

戸
に
運
び
、
転
任
と
と
も
に
京
都
に
持
ち
か
え
っ
た
。

一
九
八
〇
年
の
春
に
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
文

書
室
か
ら
持
ち
か
え
っ
た

「張
公
権
文
書
」
と
、
こ
の

「石
田
文

庫
」
が
そ
の
後
の
私
の
満
洲
経
済
史
研
究
の
宝
物
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
は
私
の
吹
聴
癖
の
お
蔭
で
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

若
い
経
済
史
研
究
者
に
提
供
し
て
役
に
立

つ
機
会
も
多
く
な

っ
た
。

山
本
有
造

（編
）
「
満
洲
国
」
の
研
究
』
（京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、　
一
九
九
三
年
、
増
補
再
版

緑
蔭
書
房
、　
一
九
九
五
年
）
で
も
、

山
本
有
造

（著
）
「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究
』
（名
古
屋
大
学
出
版

会
、
近
刊
）
で
も
ず

い
ぶ
ん
役
に
立

っ
て
く
れ
た
。
私
の
書
物
は
、

博
士
が
仕
残
さ
れ
た

「続
編
」
の
後
半
部
を
私
な
り
の
方
法
で
埋
め

る
試
み
で
あ
っ
た
。
博
士
が
見
ら
れ
て
、
「石
田
文
庫
」
を
託
し
た

に
足
る
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
か
ど
う
か
。

「
石
田
文
庫
」
の
特
徴
は
、
中
国
お
よ
び
満
洲
の
貨
幣

。
金
融
経

済
史
に
特
化
し
た
書
籍

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
雑
誌

。
文
書
の
コ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
書
籍
に
つ
い
て
、
さ
す
が
天
下
の
孤

本
は
な
い
が
、
貨
幣
金
融
史
資
料
が
現
物
で
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る

こ
と
が
何
よ
り
も
あ
り
が
た
い
。
今
に
な
れ
ば
明
か
し
て
も
差
支
え

な
か
ろ
う
が
、
満
洲
建
国
大
学
所
蔵
本
で
博
士
が
借
り
出
さ
れ
た
ま

ま
に
な

っ
た
も
の
も
何
点
か
あ
り
、
蔵
書
印
が
珍
し
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
は
あ
る
い
は
書
籍
よ
り
貴
重
か
も
し
れ
な
い
。
満
鉄
調
査

部
が
日
満
支
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
の

一
環
と
し
て
行

っ
た

「満

洲
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
は
有
名
で
、
そ
の
第

一
部

「総
括
並
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対
策
篇
」
は
す
で
に
幾

つ
か
の
復
刻
も
あ
る
が
、
第
二
部

「資
料

篇
」
は
他
所
に
あ
る
事
を
知
ら
な
い
。
年
報
類
で
は

『金
融
情
勢
参

考
資
料
』
の
康
徳
年
間
の
数
年
分
が
残

っ
て
い
る
。
雑
誌
で
は

『満

洲
経
済
』
が
創
刊
号
か
ら
特
集
号
も
含
め
て
ほ
ぼ
揃

っ
て
い
る
の
が

便
利
で
あ
る
。

私
の
満
洲
研
究
も

一
段
落
し
、
「石
田
文
庫
」
の
行
く
末
も
気
に

懸
か
り
出
し
た
。
石
田
文
庫

に
私
が
収
集
し
た
資
料
も
合
体
し
て

「石
田
記
念

（満
洲
関
係
）
文
庫
」
と
拡
大
す
る
こ
と
に
し
、
昨
年

春
か
ら
、
ま
ず

「戦
前
刊
行
物
の
部
」
の
丁
寧
な
目
録
作
り
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
。
台
湾
か
ら
の
留
学
生

・
厳
雅
美
氏
の
協
力
を
得
て

ア
ク
セ
ス
に
よ
る
デ
ー
タ

・
ベ
ー
ス
入
力
を
ほ
ぼ
終
え
た
。
重
曰

籍

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
部
」
が
約
五
〇
〇
冊
。
「雑
誌
の
部
」
が
約

二
〇
タ
イ
ト
ル
、
約
五
〇
〇
冊
。
「年
報

。
月
報
の
部
」
が
約
２０
タ

イ
ト
ル
、
約
五
〇
冊
。
「文
書
の
部
」
が
約
五
〇
点
。
「
そ
の
他
雑
の

部
」
が
地
図
や
紙
幣
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
約

一
〇
点
。
ほ
か
に
博
士
の

草
稿

・
ノ
ー
ト
類

一
式
。

研
究
室
の
書
架
を
占
拠
す
る

「石
田
記
念
文
庫
」
も
近
い
将
来
に

は
落
着
き
先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
。
中
国

東
北
部

（旧
満
洲
）
の
大
学
研
究
機
関
に
寄
贈
す
る
と
い
う
の
も

一

案
で
あ
る
が
、
現
地
の
資
料
処
理
の
状
況
で
は
時
期
尚
早
と
い
う
の

が
大
方
の
意
見
の
よ
う
で
あ
る
。
良

い
嫁
入
り
先
は
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

（や
ま
も
と
　
ゆ
う
ぞ
う
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）
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